
成果の普及

取組： 小・中・高の連携

令和３年度 英語教育改善プラン推進事業富山県
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●１人１台タブレット端末と個別最適化の学習を促進
するためにも、小中高におけるＩＣＴ等を活用した指導
法の情報共有を継続実施。

●他校種の指導法が参考になったとの声が多かった
ことから、新学習指導要領の実施において課題となっ
ている評価について、それぞれの校種の視点による
評価の在り方やその実践を学ぶ研修の場を設定。

当該地域の特性等を踏まえた課題分析の視点

令和２年度より、小中学校教員合同の研修会等を実施してきたが、校区それぞれにおける有効な連携にはつな
がっていない。また、高校では、中高連携を実施している学校はほとんどなく、指導の連続性が確保できていない。

●研修会の日程や内容を調整し、教員が情報交換で
きる機会として小中高の異校種合同研修を実施。

●情報交換テーマを「ＩＣＴの活用について」とする。１
人１台端末の配付が進んでいるが、校種や学校によ
り活用に差があるため、外国語科における効果的な
活用を目指し、情報交換を行う。

●情報交換の内容は、各校にて他の教員と共有す
ることで、学校全体の指導力の向上につなげる。

●小学校教員対象の「英語力養成研修会」と、中学
校・高校教員対象の「英語教員研修会」を同日、同
会場で実施した。

●コロナ感染防止対策のもと、参集研修とし、教員
が参加しやすいように、夏季休業中の開催とした。

●県内を４地域に分け、さらに近隣の小中高校をす
べて含んでグループを編成し、異校種交流の場を
設定。

●６０分の研修とし、グループでの情報共有４０分、
全体での共有１０分、大学教授からの講評１０分で
行った。

●教員アンケートによる意識調査

・近隣の学校が、外国語科の指導において、実際にど
のようなアプリ等を使用し、どのようにＩＣＴを活用してい
るのかが分かった。

・他校種の指導法が非常に参考になり、その学びをつ
なげていきたいと感じた。

・どのようなＩＣＴリテラシーをもった生徒が進学してくる
のか、具体的なイメージがもてた。
●英語教育実施状況調査等による数値検証
・高等学校における小・中学校との連携
Ｒ元 (小)2.6%,(中)7.9%→Ｒ３ (小) 81.1％,(中)81.1％

■ 全県立高校の学習到達目標を県内教員限定で公開
■ 小中高全ての研修協力校の研究内容、公開授業の指導案や補
助資料等を含む研究報告書の作成と配布
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